
１．研究の背景と目的

　食品廃棄物の削減は世界的な課題であり，わが国
でも重要な政策課題となっています。わが国の食品
ロス（可食部分）は，年間500～800万トン発生し，
そのうち事業系の食品ロスは300～400万トンとされ
ています。
　食品製造業・流通業においては，食品ロスの原因
となりうる返品等の商慣習が存在しています。製・
配・販連携協議会の調査・推計によると，加工食品
の卸売業から製造業への返品率は0.78％，業界全体
の返品額は839 億円に上ります。フードチェーン全
体としての連携・協調がまだ十分ではありません。
　一方，米国・欧州では，フードチェーン最適化に
向けた食品製造業と流通業の取組みとして，ECR

（Efficient Consumer Response）など各種の先行的
な活動が行われています。
　本研究では，米国・欧州における食品廃棄物削減
に向けた食品製造業と流通業の取組み・連携の内容・
効果を分析し，それらを踏まえたわが国の今後の方
策を検討しています。

２．食品製造業・流通業の業界組織を通じ
ての取組み・連携

　研究内容の第１として，食品製造業や流通業の業
界組織を通じた取組みがフードチェーンの連携・協
調にどのように影響・機能しているかを見ています。

（米国の状況）
　米国では業界組織の主要な活動は，食品製造業は
GMA（Grocery Manufactures Association），食品
流通業はFMI（Food Marketing Institute）に集約
されています。それぞれに食品製造業・流通業の

主要企業が参画し，業界の意見を集約しています。
両組織とも食品廃棄物削減を，持続可能なフード
チェーン構築のための活動に位置づけています。
　GMA，FMIは 合 同 で，2011年 にFWRA（Food 
Waste Reduction Alliance）を設立し，食品廃棄
物削減のための体制を強化しています。2012年か
ら外食産業の業界組織NRA（National Restaurant 
Association）も加わり，食品関連事業者による意
見交換の場が形成されています。参加メンバーは，
三団体各々より10社未満のリーディングカンパニー
に限定されており，実質的な議論を行う体制となっ
ています。FWRAは，これまで食品廃棄物に関す
る独自調査を実施・公表しています。また，食品廃
棄物削減に向けた取組み方策を提言しています。

（欧州・英国の状況）
　英国においても，食品廃棄物に係る業界組織
活 動 は， 食 品 製 造 業 はFDF（Food and Drink 
Federation）， 食 品 流 通 業 はBRC（British Retail 
Consortium）に集約されています。米国と同様
に，各業界の主要企業が参画しています（EUレベ
ルでは，国の業界組織に対応し，食品製造業では
FoodDrink Europe, 流通業ではEuroCommerceが
活動を推進しています）。
　英国の業界組織を通じた取組みに大きな影響を
及ぼしているのは，WRAP（Waste & Resources 
Action Programme）です。中立的な第三者機関と
して，食品廃棄物の実態調査，目標設定，削減に向
けた方策づくりを行い，国レベルの食品廃棄物削減
に成功しています。WRAPの食品廃棄物削減の目
標は，2005年から三期間（一期３-４年）にわたり
設定され，目標達成に取り組む団体名が公表されて
います。第三期目の2013-2015年では，家庭の食品
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廃棄物，および事業系の食品廃棄物・パッケージ廃
棄物を全体で４％削減（2012年比）することが目標
です。

３．食品製造業・流通業の個社の取組み・
商慣習

　研究内容の第２として，食品製造業・流通業の個
社の取組み・商慣習がフードチェーンの連携・協調
にどのように影響・機能しているかを見ています。

（米国の状況）
　米国の食品製造業・流通業の流通取引では，日本
に比べてサービス要請水準が緩やかであり，製造・
流通段階での食品ロスが発生しにくくなっていま
す。関係者ヒアリングによると，製造業から小売業
への納品期限は賞味期限の２分の１残し，小売店舗
での販売期限は賞味期限と同じに設定される場合が
多いようです。小売店舗で欠品が生じた場合，流通
業の機会損失を補償する欠品ペナルティは一般的で
はありません。
　米国ではロビンソン・パットマン法により，1970
年代までは大手チェーンストアの購買力濫用は厳し
い判決・運用がなされていました。1980年代以降，
価格差別規制は緩和されましたが，訴訟リスクは存
在することから，製造業・流通業の取引で特別な価
格差別は抑制される傾向にあります。

（英国の状況）
　英国では，食品流通の上位集中化が進んでいるこ
とを背景に，流通業の製造業に対するバイイングパ
ワーがかなり大きい状況にあります。
　関係者ヒアリングによると，食品製造業から小売
業への納品期限は，大手流通事業者の場合サプライ
ヤーに対し，賞味期限の大半を残して納品すること
を要請する場合もあるようです（販売期限は米国同

様，賞味期限と同等に設定）。欠品ペナルティを徴
収する商慣習も存在し，流通取引において日本と同
様の高いサービス基準が求められる状況にありま
す。
　一方で英国では，大手流通業の不公正取引に対す
る規制が強化され，食品製造業と流通業による食品
廃棄物削減に向けた取組みが行いやすい環境になっ
ています。2010年に大手流通業が製造業に過剰にリ
スク転嫁を行うことのないよう「Groceries Supply 
Code of Practice」が定められました。運用を管轄
し，審査・仲裁権限を持つ公的機関も設置されてい
ます。

４．おわりに

　米国・欧州における食品製造業と流通業による取
組み・連携の状況は，わが国の参考になるものと思
われます。業界組織を通じての取組みでは，①食品
製造業・流通業の各層の議論，意見集約する場の形
成，②食品製造業・流通業の代表が議論，意見集約
する場の形成，③中立的な第三者機関や公的機関に
よる取組みの促進が，フードチェーンの連携・協調
に効果を発揮すると考えられます。
　個社の取組み・商慣習については，①食品製造
業・流通業が一方的に取引条件を押しつけるのでな
く，互いの事情を理解した取組みの推進，②公正な
取引の徹底が，フードチェーンの連携・協調を促す
と考えられ，今後，事例の分析を進める予定でおり
ます。
　食品廃棄物削減に向けた食品製造業と流通業によ
る取組み・連携は，わが国においても，先進的な小
売業が納品期限を緩和する等，広がりを見せつつあ
ります。今後，欧米の状況を参考にして，さらに取
組みを進めていくことが必要と言えるでしょう。

図　食品廃棄物削減に向けた業界組織を通じた取組みの体制
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概要



文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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詳細レポート
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		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックに合格		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		不合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している
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		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素
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		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き
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